
平成１７年８月２４日

測量船「海洋」の一般公開について

海上保安庁では、８月２７日～９月２０日の間、測量船「海洋」（船長 坂下幸一）によ
り、宮城県沖において海底地殻変動観測を実施することとしており、同船の塩釜寄港に合わ
せて当庁の業務紹介のため一般公開を行います。
なお、測量船「海洋」は平成５年１０月の就役後、主に沿岸海域での海底地形調査、海洋
観測及び海洋汚染調査等を実施しており、現在、海底地殻変動観測の主力測量船として活躍
しています。

第二管区海上保安本部では、次により測量船「海洋」の一般公開を実施します。
期 日： ９月1１日（日）午前１０時から午後３時まで
場 所： 仙台塩釜港塩釜区西ふ頭（予定）
入場料： 無料
内 容： 船内の見学、海底地殻変動観測の説明や宮城県沖地震の発生の謎を解明する

ために使用する機器の展示をします。

総トン数：５５０トン
主要寸法（全長×巾×深）
：60.0×10.5×5.0ｍ

速 力：１５ノット

主な搭載観測機器
複合測位装置
マルチビーム音響測深機
投下式水深水温連続測定装置
多層式超音波流向流速計

測量船「海洋」

問い合わせ先
第二管区海上保安本部
海洋情報部監理課長 當重（とうじゅう）
TEL022-363-0111(内線2510)


